




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、それが実践されていくも
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のでなければ
4 4 4 4 4 4
、屈折してより反動にまわっていくパターンがあることを忘れ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
てはならないのである














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































₁₁月）、同 No. ₆₄（₂₀₁₄年６月）、同 No. ₆₅（₂₀₁₄年₁₁月）に報告が掲載されているので、
合わせて参照されたい。また、調査の過程では、奥様の金城初子氏を始め、アトリエや読
谷村の酒場や伊江島の「わびあいの里」、滋賀県草津市での「堀あや美さんを偲ぶ会」
（₂₀₁₄年１月）など多くの場所や集会で、金城氏と親交のある方々（柿木里香氏、上寺和
親氏、岸本本市氏、相良晴美氏、柴山芳雄氏、謝花悦子氏、徐勝氏、知花昌一氏、辻田之
子氏、長谷暢氏、橋本康介氏、服部良一氏、比嘉啓治氏、比嘉正春氏、福地勲氏、堀義明
氏、森口豁氏、愈渶子氏、山内徳信氏、山口泉氏の他にも、失礼ながらお名前が分からな
いが、「何我寺」の道場開きの日にお会いした方々、反戦地主の農民の方々など、挙げ切
ることが出来ない。金城氏の人的つながりの広さと豊かさを知った。）の、様々な“声”
と“叫び”を聴くことを通して、改めて私自身が“沖縄から問われている”ことを痛感し
た。末筆ながら皆さんとの希有なる出会いと語らいに、深く感謝申し上げたい。

